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モダニズムが夢見たユー トピア

ドイツ田園都市建設の歴史(2)
労働者コロニーの建設 一

副 島 美由紀

1.「 モ ダ ンのハ ー フタ イム 」

ドイツの美術史家,ユ ル ゲ ン ・クラウゼ は,1904年 か ら第一 次世界大戦 勃

発 までの10年 間 に対 し,近 代化 の道半 ば とい う意味 で「モダ ンのハ ー フタイ

ム」 とい う呼 称 を与 え て い る。1)1920年 代 に開 花 す る大衆 文 化 の醸 成 期 で

あった この時代 は,反 近代思想 と様々 な技術 的刷新 が混在 す る複雑 な様相 を

呈 していたが,モ ダニズ ムは未 だ大衆 の もので はな く,専 ら各 分野 にお ける

前衛 の もので あった。例 えば建 築 の分野 で は,ペ ー一ター ・べ一 レ ンス(Peter

Behrens,1868-1940)や ブル ーノ ・タ ウ ト(BrunoTaut,1880-1938)と

い った前衛 が,労 働 者住宅建 設 に象徴 され るよ うに 「芸術 と民衆 の一体化」2)

を 目指 していた。1908年 に始 まる ドイツの 田園都 市建 設 はその よ うな 「モダ

ンのハ ー フタイム」 に起 きた典 型的 な出来 事だ と言 えよ う。

ドイツで最初 に田園都 市 の建 設 に着手 したの は,ド レスデ ンの家具工場 主

カール ・シ ュ ミッ ト(KarlSchmidt,1873-1948)で あ った。1907年 「ドイ

ツ工作連盟(DeutscherWerkbund)」 の 設立 に参加 した シュ ミッ トは,「 ド

イ ツ田園都 市協会」 の メンバ ーで もあったヘル マ ン ・ムテーズ ィウス(Her一

1)Klaus -JttrgenSembach
,JurgenKrause,UlrichSchulzeu.a.,Neunzehnhundert-

zehn,HalbzeitderModerne:VandeVelde,Behrens,Hoffmannunddie

anderen.Stuttgart,1992.

2)ブ ル ー一ノ ・ タ ウ ト の 「建 築 綱 領 」(1918)よ り
。In:UweSchneede(hrsg.),Die

zwanzigerJahre.K61n,1979,S.72.
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mannMuthesius,1861-1927)や リヒャル ト・リーマーシュミット(Richard

Riemerschmid,1868-1957)等 の建築家達 と繋が りを持つようになる。開明

的な企業家シュ ミッ トにとって田園都市建設 とは,労 働者の生活改善 と時代

の動向への貢献 という自らに課 した二つの任務を同時に果たす可能性 を意味

していた。翌年彼 は住宅建設有限会社 を設立 し,ド レスデン郊外に140ヘ ク

タールの土地を購入する。3)家具工場 「ドイツ・クラフト工房」を中心企業 と

する 「田園都市ヘレラウ」の誕生である。

ヘレラウの建設には二っの手本があった。イギリスの田園都市レッチワー

ス と,ド イツの労働者コロニーである。芸術家コロニー という側面 も持って

いたヘ レラウだが,や はり田園都市の中心的要件は労働者への良質の住宅提

供であり,私 企業の経営による労働者コロニーはシュミットおよびヘレラウ

の建築家達 にとって前例 としての大きな意味を持っていた。本論 はドイツ田

園都市建設の歴史を回顧する作業の一環 として,ド イツにおける労働者 コロ

ニー建設 という現象を振 り返 り,そ の歴史的意義及び田園都市運動その他の

生活改革運動 との連関を概観する試みである。

2.労 働者住宅のss発 見"

19世 紀後半の ドイツにおける大都市 の住宅問題 については,本 稿の前編

「モダニズムが夢見たユー トピア:ド イツ田園都市建設 の歴史(1)」4)において

既に述べたが,住 宅問題が社会問題 として顕在化するまで賃貸アパー ト等の

低所得者用住宅建設は建築家ではな く左官屋の仕事 と考 えられていた。1841

年,ベ ル リンで労働者住宅のためのコンペが行われた時,建 築家同盟は 「そ

のような課題 は建築学的魅力に欠 ける」 という理由で参加 を拒否 している。

3)HansJurgenSarfert
,Hellerau,dieGartenstadtundKttnsterkolonie.Dres-

den,1992,S.15f.
4)副 島 美 由 紀 「モ ダ ニ ズ ム が 夢 見 た ユ ー ト ピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)

世 紀 転 換 期 の生 活 改 革 運 動 」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」第96輯,1998,p.189

ff●(1998)
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住宅 問題 が深刻化 して きた1891年 で す ら,多 くの建築家 が労働者住 宅建築 は

芸 術的 に魅力 の ない仕事 と考 えて いた。5)彼 らの意識 に変化 を もた ら した の

は,1870年 頃 か ら始 まった住宅改革 や土地改 革等 の生活 改革運動 であ る。「社

会政 策協会(VereinfUrSocialpolitik)」,「 ドイツ公共衛生促進 協会(Deu-

tscherVereinfttr6ffentlicheGesundheitspflege)」,「 住宅改善 協会(Verein

fUrWohnungsreform)」 とい った 団体 や,1889年 の 帝 国協 同組合法成 立 を受

けて設立 された建 築協 同組 合 の活動 によ り,建 築 家達 の 目は次第 に低 所得者

用 の住宅 建築 に向か うようになる。 しか も 「大衆 のた めの芸術 」 を 目指 した

芸術運 動等 の影 響 によ り,内 的機能 に即 した芸術 性 の探求 が その ような住宅

建築 にも求 め られ るよ うにな っていった。

「賃貸兵舎(Mietskaserne)」 と呼 ばれた高層賃 貸 アパ ー トの改善 に最初 に

取 り組 んだ のは,プ ロイセ ン政府 の建築 マ イスターで フ リー ドリヒ ・シンケ

ル賞 の受賞者 で もあるアル フレー ト・メ ッセル(AlfredMessel,1853-1909)

で あ る。彼 は1892年,著 名 な土地 改革論者 ア ドル フ・ダマ シュケ らが組 織す

アル フレー ト・メッセルによるベル

リン建築 ・住居共同組合のアパー ト

(1893)

5)FritzNeumeyer
,BautragerundBausti1:BaugenossenschaftenundWerk-

wohnungsbauinBerlinum1900,in:EkkehardMai(hrsg.),Kunstpolitikund

Kunstf6rderungimKaiserreich。Berlin,1982,S.309.
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る 「ベル リン建築 ・住居共同組合(BerlinerBau-undWohnnungsgenossen-

schaft)」の依頼 により賃貸アパー トを建設する。 それは低所得者の共生 とい

う目的を建築的 に反映 した初めての総合的デザインとして注目を浴びた。

この「ベル リン建築 ・住居共同組合」に属 していた住宅改革者のハインリ

ヒ・アルブレヒト(HeinrichAlbrecht)は,1892年 ベル リンで初めての 「労

働者住宅設計図展示会」を開催 し,建 築家達に労働者住宅建築への参画 を促

す。また1896年 に小冊子 『労働者住宅(DasArbeiterWohnhaus)』 を出版

し,メ ッセルのデザインを載せて住宅改革に関する理論的基盤の確立 に貢献

した。自ら労働者 コロニーやズィー ドルングの建設 に携わったブルーノ ・タ

ウ トはメッセルの影響 を認め,自 らの仕事 を 「メッセルの理念の継承」であ

るとさえ語っている。6)

新時代の工場建築で知 られるペーター ・べ一レンスも,中 産階級の住宅 を
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6)ibid
.,S.311.
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模倣 した労働者住宅 を批判 し,労 働者住宅 に合目的性 と真の芸術性を与える

必要性を説いた。メッセル同様,協 同組合が体現 しているような 「共生の精

神 を構造的にも表現できるような建築」7)を目指 したべ一レンスは,1911年

AEG(一 般電気株式会社)の ための社宅を建設する。 このようなべ一レンス

の理念は彼の事務所にいたヴァルター ・グローピウスとミース ・ファン ・デ

ル ・ローエに引き継がれる。かつてブルジョワジーが 「労働者」 を発見 した

ように 「労働者住宅」 を発見 した若き建築家達は,そ こに擬古典主義的建築

との訣別の可能性を見ていた。ムテーズィウスは1906年,次 のように語って

いる。「現在の ドイツにおける市民的な建築美術を特徴づけるものは,近 い将

来手 に入るはずの健康への願いである。その展望は明るい。個々の分野で は

すでに春の到来 を告げる徴が見 られる。特に労働者住宅建築の分野がそうで

ある。」8)こうして1900年 頃か ら建築美術 の前景 に躍 り出た労働者住宅 は,ま

さに 「モダンのハーフタイム」の期間を通 し,市 民的幸福の物理的な器 とし

てモダニズムの普及に大 きな役割 を果た してゆ くのである。

3.ベ ル リンの労働 者住宅

住宅改革に対する理念が労働者住宅や建築組合住宅などの分野で生かされ

るようになった とは言 え,都 市における上質で廉価な住宅建設は容易ではな

かった。特にイギ リス,オ ランダ,北 西 ドイツ等の水平家屋文化圏と較べ,

中部 ドイツから東欧にかけての垂直家屋文化圏9)で は,理 想 とされたイギ リ

ス式一戸建て住宅の実現 はより困難であった。 とりわけベル リンでは家屋一

棟当た りの居住者数が高 く,当 時建設 された建築組合住宅の例にも見 られる

7)ibid .,S.313.
8)AxelSchollmeier

,GartenstadteinDeutschland.MUnster,1988,S.49.
9)JosefStttbben著ttDerStatdebau"(Darmstadt

,1890)に よ る と,ヨ ー ロ ッパ に

は 北 フ ラ ン ス,オ ラ ン ダ,北 西 ドイ ツ か らイ ギ リ ス へ と広 が る水 平 家 屋 文 化 圏 と,

南 欧 諸 国,フ ラ ン ス 中 南 部,中 部 ドイ ツ か ら東 欧 に か け て の 垂 直 家 屋 文 化 圏 が 存

在 す る と い う。In:BrianLadd,UrbanPlanningandCibicOrderinGermany,

1860-1914.London,1990,S.150.
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ベ ル リ ンの 建 築 組 合 住 宅,上(1907)・

下(1911)

労働者 コロニー ・ヴィル ダウの見取 り

図。体育館やプールがある。(1900)

労働 者コロニー ・ヴ ィルダウの住宅

ように,高 層アパー ト建築からの脱却 はほぼ不可能であった。ベルリン近郊

で広い敷地を持つ労働者 コロニーの建設が始 まったのは,好 景気 と生産工程

の刷新,鉄 道や船舶等の交通手段の発達等により産業の郊外移転が起 こった

1895年 頃のことである。

1895年,ア ルバー ト・ボルズィヒの機械工場がモアビー ト街か らテーゲル

に移転 し,同 時に400戸 の労働者住宅が建設 される。また,1900年 には機i関

車 と魚雷 を製造する 「ベル リン機械製作株式会社」がベル リンから25キ ロの

郊外に労働者コロニー ・ヴィルダウを造 っている。これ らの住宅は工場 との

近接性 において労働者にとって有利であったのみならず,当 時の個人経営の

アパー トより広 くて衛生的で,家 賃 も普通より20～50パ ーセ ント低かった。

また当時のプロイセンの法律が郊外の住宅地開発 に公共施設の建設を義務付

けた ことか ら,ヴ ィルダウのコロニーにも学校,商 店,ス ポーツ施設等が備
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家屋一棟当たりの平均居住者数(1910)
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わっていた。労働者コロニー建設の目的は安定した労働力を確保することと

労働者の生活に物質的 ・精神的安定 をもた らすことであった。 しかし労働契

約の締結を条件 とする住宅への居住が工場への依存度 を高める上,企 業指導

型の福祉が労働者管理機関 となってしまう危険性 もあった。それまで大都市

生活者だったベル リンの労働者達は大家族的なコロニー運営に抵抗 を感 じ,

また社民党,労 働組合,社 会政策協会などは経営者指導型の福祉政策に懐疑

的だった。1902年,ボ ルズィヒ社の住宅のうち社員が居住 していたのは約半

数に過 ぎなかった という。10)

工場 の郊外移転に付随して生 じ,労 働者の福利厚生には大き く貢献 した労

働者 コロニーだったが,ベ ル リンの労働者意識 を鑑みたハインリヒ ・アルブ

レヒトは,コ ロニー建設 は労働者が大都市からではな く地方か ら召集され る

10)Neumeyer
,ibid.,S.318.
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場合 に適 しているとして,ベ ル リンの企業家 にはむしろ建設協同組合の活動

支援 を勧める。11)実際ベル リンでは 「ズ ィーメンス・シュタット」のように建

設協同組合 と企業家 との共同事業 という形が取 られるようになり,労 働者コ

ロニーはむしろベル リン以外の中 ・小都市で成功に至っている。

4.イ ギ リスの前例

緑 に恵まれた独立性の高い立地に労働者のための生活共同体を造 るという

コロニー建設の理念は,産 業革命の先進国であるイギリスの例 を模範 として

いた。イギ リスではロバー ト・オーウェンに代表される19世 紀前半の社会主

義的ユー トピア建設の他に,モ デル ・ヴィレッジ と呼ばれる労働者団地が羊

毛工業地帯を中心に誕生 していた。 ソルテア,コ プレイ,ア クロイ ドン等の

丘陵地帯 にできた初期の労働者コロニーである。これ らのモデル ・ヴィレッ

ジは背中合わせ式住宅が中心で,独 立式住宅 という理想の実現には遠かった

ものの,労 働者住宅への新 しい様式の導入 としては意欲的な試みであった。

オーウェン主義が廃れた後の.19世 紀末からは,博愛主義的工場主 と呼ばれ

る企業経営者達が労働者の住環境改善 による社会改革 を継承する。チ ョコ

レー ト工場主ジョージ ・キャ ドバ リー(GeorgeCadbury)が1887年 バー ミ

ンガム郊外 に建設 したボーンヴィル(Bournville)と,石 鹸工場主ウィリア

モデル ・ヴィレッジのデザイン(1888)

ソル テアの労働者住宅(1851)

11)ベル リン機械製作株式会社は1906年 に
,ボ ルズ ィヒ社 は1919年 に建設協同組合

を設立 して事業を継続 している。



モダニズムが夢見たユー トピア:ド イツ田園都市建設の歴史(2> ヱ43

コプ レイ,前 庭のあ る背中合 わせ式住宅(1853)

ボ ー ン ヴ ィル の2世 帯 住 宅(1900),

1981年
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ボーンヴィルの見取 り図(1898)

集会 場,養 老院,運 動場,公 園等

が見 える。

ム・ヘスケス・リヴァー(W.H.Lever)が リヴァプールの対岸 に建設 した1889

年のポー ト・サンライ ト(PortSunlight)は,模 範的なガーデン ・ヴィレッ

ジとして ドイツの労働者コロニー建設 に大きな影響 を与えた。ガーデン・ヴィ

レッジとは,工 業の成熟に伴い工場が都市の過密地区か ら分散した ことによ

り誕生 した都市郊外の労働者 コロニーである。

労働力の安定供給がモデル ・ヴィレッジ及びガーデン ・ヴィレッジ建設の

第一の目的ではあったが,特 にガーデン・ヴィレッジの場合,「 労働者の社会

的状態 を改善する」 という理想主義的な理念が極めて強 く前景化 していたこ

ともまた明 らかである。 この時期の工場経営者達 は,労 働者の住環境が彼 ら

の芸術観 と世界観 に与える影響を明確 に意識 していた。「世紀の変わ り目の一
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慧職
、

＼

ポー ト・サ ンライ トの街路(上)1と2世 帯住宅

(下)(1900),1981年

つの事件」12)と言われたボーンヴィルを建設したキャドバ リーは,「人間を取

り巻 く状況を改善するための近道は,そ の理想像 を高めることである。しか

しその住居がスラムのようで,唯 一の娯楽が酒場通いである時,ど うして人

は理想像 を高められようか」13)という言葉 を残 している。また,ポ ー ト・サン

ライ トの経営者 リヴァーも,「健康のために最適な環境の確保 を目的に,適 切

12)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄 『実 現 さ れ た ユ ー トピ ア 』 鹿 島 出 版 会
,1980.p.163.

13)GabrieleHowaldt
,DieArbeitersiedlungGmindersdorfinReutlirlgen,in:

EkkehartMai(hrsg.),ibid.,S.334.
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縫欝 鐸
な住宅条件の もとで都市生活 を営むことこそが,人 類の幸福にとってとりわ

け重要である」 と語っている♂4)

ボーンヴィル もポー ト・サ ンライ トも,広 い敷地に庭付 き住宅 と商店,教

会,病 院,学 校 といった公共施設 を持つ恵 まれた労働者コロニーとなった。

住宅建築の伝統を生かしなが ら 「20世紀の要求に答 える」という近代主義的

発想の もとに建 てられた これ らの住宅を,ム テーズィウスは「真に実用的で,

理性的で,健 康である」15)と評 している。これらは一棟の世帯数から言えば2

世帯か ら6世 帯住宅で,庭 付 き一戸建て住宅 という理想の実現 には至 らな

かった ものの,採 光や換気等の衛生面に配慮 した点において当時 としては格

段に水準の高いものだった。特にポー ト・サンライ トは,「 イギリス人の内側

に根付いた一つのユー トピア像が,現 実の環境 として近似値 を実現 してい

た」16)と言われている。

勿論 これ ら博愛主義的共同体の中にも管理的な体質が存在した ことは否め

ない。ある工業技師はレヴァーに対 し,「独立心の旺盛な者は誰でもポー ト・

サンライ トの空気を長 く吸っていることはできません」と書 き送っている。17)

14)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄
,同 上,p.163.

15)Schollmeier
,ibid.,S.49.

16)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄
,同 上,p.169.

17)同 上
,p.169.
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田園都市 ・レッチワース

しかし 黙繁栄の共有"を 富の蓄積に匹敵する課題 と考え,ま た労働者階級の

住環境 にも美的な性格を付与する必要があるという工場経営者達の信念は,

これら労働者 コロニーの建設にとって非常に重要な意味 を持っていた。 ドイ

ツの労働者コロニーに及んだその影響 も,建 築様式に関するよりもむしろ思

想的な面において大きかった と言えるだろう。 その後キャドバ リーがボーン

ヴィルを 「ボーンヴィル ・ヴィレッジ ・トラス ト」 という形で住民の共同経

営に任せ,リ ヴァーは1909年,リ ヴァプール大学の建築学部に都市デザイン

学科 を設置す るための寄付 を行 うなど,彼 等の信念はさらなる社会改革のプ

ログラムへ と発展してゆ く。また,1902年 にエベネザー ・ハワー ドの田園都

市 レッチワースの建設が始まった時,共 同出資者 となったの もキャドバ リー

とリヴァーの二人だった。

5.ド イ ッの代表的労働者 コロニー

5--1.ミ ュ ールハ ウゼ ン

ドイ ツの労働 者住宅 に最初 の影響 を与 えたの は,当 時 フランス領 だ った ア

ルザスの ミュールハ ウゼ ンに建 て られた紡績工場 住宅 〈シテ ・ウヴ リエ ール

cit60uvri6re>で あ る。1853年 に建設 された この集落 のモデル は,1851年 ロ

ン ドンの万 国博 に展示 された労働者 住宅で あ り,モ デル ・ヴィレ ッジの一 つ

であ るソル テア との類似 点 も顕著 だ と言わ れてい る。18)ミ ュ ールハ ウゼ ン も

18)Schollmeier
,ibid.,S.45.
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147

最初背中合わせ式住宅 を建設 していた

が,後 に後期のモデル ・ヴィレッジに

倣って4世 帯住宅 を採用している。 こ

の4世 帯住宅は衛生面でまだ問題 を残

してはいたものの,背 中合わせ式住宅

より進化 した ものとして当時は肯定的

に評価された。またミュールハ ウゼン

において長期 ロー ンの支払いによる住

宅購入の道が開かれたことは,独 立住

宅の所有へ至る試みと見ることができ

よう。 この4世 帯住宅の様式が,1890

年頃か ら急増 したルール地方の労働者

住宅のモデル となった。

5-2.ク ル ップ ・コロニー

ドイツで最 も有名な労働者 コロニーと言えば,軍 需産業で知 られるクルッ

プ商会のクル ップ・コロニーである。それはまた既に1860年 代の後半に建設

が始められた ドイツで最 も歴史の古いもので もある。クルップ社の住宅及び

その他の厚生施設の建設は,労 働者 とその家族を包摂す る 「クル ップ帝国」

の隆盛 にとって非常に重要な事業であった。

クルップ社の福利事業は1850年 代 に始 まった。自らも勤勉な工場勤労者で

あったという「大砲王」アルフレー ト・クル ップ(AlfredKrupp,1812-1887)

は,国 内立法に先立つ こと約30年 の1853年 に社内労災保険や年金制度 を施

行 している。そして鉄鋼産業の隆盛 に伴って従業員が急増 した60年 代後半か

らは,労 働者住宅が企業の繁栄のために必要不可欠な厚生設備 となっていっ

た。

xxクル ップの町"エ ッセンの人口は1850年 には約9
,000で あったが,職 を

求める移住者の流入を受 けて1871年 には52,000へ と急増 した。クルップ社
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シ ェ ー ダ ー ホ ー フ の 広 場(1900) ク ロ ー ネ ン ベ ル ク(1906)

の従業員数 も1864年 の6,900か ら1871年 には10,400に 増加 し,住宅不足 に

対する労働者の不満が労働運動の高まりに拍車を駆 けていた。1865年,ま ず

独身労働者,高 齢者,退 職者のために200世 帯用の住宅が建設される。それ

は木造バラックのような簡単な建物だったが,そ の後半世紀に亘って行われ

るクルップ ・コロニー建設の始 まりであった。

1870年 代 に入 り,普 仏戦争後の4年 間で従業員数が12,000に 達する頃,

ヴェス トエン トホーフ,ノ ル トホーフ,シ ェーダーホーフ,ク ローネンベル

クといった住宅地が相次いで建設 され,社 宅は順次快適 さを増 していった。

特に後者2つ の団地は,緑 の多い中央公園 と各住棟に設置 された庭 によって

恵 まれた住環境 を持ち,コ ロニー としての計画的な全体像が実現 されていた。

「緑の前庭 と豊かな並木 に縁取 られた街路 はそれまでの ドイツのいかなる労

働者街 にも見 られぬ ものだった」19)と言われている。

クルップ・コロニーには,教 会,学 校,病 院,商 店等の施設 も揃 っており,

それ らの厚生施設 はクル ップ社の先駆的な企業精神 を反映 していた。 しか し

アルフレー ト・クルップによる住宅建設は,あ くまで も最低限の住宅 を労働

者 と企業の両者に とって最 も低廉な価格で提供するための企てであり,居 住

者の美的な欲求を満足させ るためのものではない。労働者住宅 に芸術性 を付

与するためには,世 代の交代 を待たなければならなかった。

19)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄
,同 上,p.190.
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1887年 に当主となったフリー ドリヒ・アルフレー ト・クルップ(Friedrich

AlfredKrupp,1854-1902)は,新 時代の空気を呼吸していた。イギ リスの

ガーデン ・ヴィレッジによる影響を受けた彼は,安 価で簡素なだけではな く

美的で芸術性の高い住環境作 りを目指 した。そして 「老人には住み心地 を,

若者には美を」20)というモットーのもと,視 覚的効果 を意識 した広い住宅 を建

設 し,ス ポーツや芸術鑑賞のための施設,図 書館等を充実させた。1893年 か

ら1907年 にかけて,ア ルフレーツホープ,フ レデ リクスホーフ,フ リー ドリ

ヒスホーフ等,ア パー ト形式を脱 して半独立式住宅又 は4世 帯住宅 を中心 と

するコロニーが完成する。それぞれ放射状の街路,並 木 と家々の庭 など,田

園的雰囲気 を持つ落ち着いた住宅地だった。この時代のコロニーの中で,絵

画的効果への志向がひときわ顕著なのがアルテンホーフである。主に退職者,

傷病者,寡 婦のためのこのコロニーは,「恩給 を受けながら自宅で老後を過 ご

す機会 を退職者 に提供す る」21)とい う父親の遺志 をフリー ドリヒ ・アルフ

レー トが独自の価値観で実現させたものだった。彼は建設 に先立ち,「(退 職

者 に)美 しい健康な敷地で こじんまりした庭付 きの小 さな我が家 を作ってや

り,一 生自分の好きなように利用して楽 しい生活の一 日を送 らせたい」22)と

語っている。アルテンホーフは500の 住戸に2つ の礼拝堂,森 と公園を持ち,

直線街路は一本 もなく,ロマン主義的な審美観によって作 られていた。フリー

ドリヒ ・アルフレー ト自身よくここに立ち寄 り,時 を過 ごした という。

1890年 代のクル ップ社 は,労 働者の生活に娯楽の喜びと芸術的な潤いを与

えることが上質 な労働力 の円滑な再生産 にとって重要であるとい う認識 に

立っていた。フ リー ドリヒ ・アルフ レー トの時代 までに完成 した住宅 は

28,000を 数 え,第 一次大戦前に8万 の人間を抱えた 「クルップ帝国」は,そ

の労働者達が 「クル ップの住宅に住み,ク ルップ社の赤ん坊 はクルップの医

20)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄
,同 上,p.191。

21)諸 田 實 『ク ル ッ プ 』 東 洋 経 済 新 報 社
,1980.p.200.

22)WilhelmBerdrow
,AlfredKruppundseinGeschlecht.Berlin,1937,S.212.
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ア ル フ レ ー ツ ホ ー プ(1894)

購 響讐:

アルテンホーフの寡婦用住棟(1920)

ア ル テ ン ホ ー フ(1906)

者によって取 り上 げられ,ク ル ップ社員の子供達 はクル ップの図書館か ら本

を借 り,ク ル ップの教会で結婚式を挙 げ,ク ルップの墓地に葬 られた」23)と言

われ るほどの大家族的共同体 となる。

さらにフリー ドリヒ・アルフレー トの死後,ク ル ップ ・コロニーの頂点を

なす住宅地が建設 される。夫の死後 も福祉事業に力を入れた妻のマルガレー

テが資金 と所有地 を提供 してエッセン市 と協力 し,ク ルップ社の社員及び

エ ッセン市民のために建設 したマルガレーテンへ一工である。エ ッセン市の

中心から4キ ロの,周 囲を森で囲まれた敷地に準備された約2,500戸 の住宅

23)月 尾 嘉 男 ・北 原 理 雄 ,同 上,p.193.



モダニズムが夢見たユー トピア:ド イツ田園都市建設の歴史(2) 151

　繋

マルガ レーテンへ一工の広場(1909)

マル ガ レーテンへ一工の住宅1(1909)

地はクル ップ ・コロニーの中で最 もビクチャレスクな効果 を持ち,伝 統的な

建築美 を意識 して作 られていた。破風や張 り出し窓の付いたその様式 はドイ

ツの典型的な村落 のイメージを投影 した ものだったが,擬 中世的 ・ロマン主

義的で,真 に労働者向けのデザインとは言い難かった。クルップ ・コロニー

の建設が労働者の生活環境改善に大 きく寄与 しなが らも,建 築的に見れば労

働者住宅 として真の需要に叶った機能性 と美 を求 めるというコンセプ トか ら

はずれていると言われるのは,24)伝統的な中産階級の理想像 に向かうその審

美的傾向に因っている。 しかし社員の福利厚生面のみならず熟練工の長期的

24)Howaldt
,ibid.,S.352.
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確保 と製鋼法の秘密の保持 という点においても,ク ル ップ ・コロニーの企業

経営的な成功は大 きかったと言えよう。

ト3.グ ミンダース ドルフ

ドイツの伝統的な住宅様式 を踏襲 しながらもより機能主義的で,労 働者の

アイデンティティ育成 という目的に沿ったと言われているのが,ヴ ュルテン

ベル ク州ロイ トリンゲンの繊維工場 ウル リヒ ・グ ミンダー社 によるグ ミン

ダース ドルフ(Gmindersdorf)で ある。

19世 紀後半以来,労 働者の確保 とその住宅問題の解決は企業 にとって共通

の課題であったが,ウ ル リヒ・グ ミンダー社の当主達 は地方名士 としての自

負か らもキリス ト教的な社会政策理念に関心を持っていた。イギリス滞在の

経験か ら労働者 の住宅環境についての理念 を持つに至ったエ ミール ・グミン

ダー(EmilGminder)は,「 帝国自由都市 ロイ トリンゲンは労働者のために

劣悪でかつ高価 な住宅 しか提供 して こなかった」25)としてクルップ社の例 を

引き,ロ イ トリンゲン市 と労働者 コロニー建設の交渉 を始める。グ ミンダー

の理想によると,廉 価で美的で健康 な住宅地 はコロニーで もズ ィー ドルング

でもな く,独 立 した村(Dorf)と なるべきであった。1903年,シ ュトゥット

ガル トの工科 大学 で都 市計 画 を教 えてい た テオ ドール ・フィッシャー

塵
撫

餅か杖趣
撫

グ ミンダース ドル フの 見 取 り図

(1908)

グ ミンダース ドル フの2世 帯住宅

(1903),1973年

25)ibid .,S.332.
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(TheodorFischer,1862-1938)が 建築 デザインを担当し,48の 家屋 と商店,

託児所,小 学校,養 老院等から成る一っの小規模な村の建設が始まる。

「モダンのハーフタイム」は,実 用派が次第に芸術派の優位に立ってい く時

代でもあった。1904年,芸 術批評家グル リットは都市建築に関し,「 目的に

適ったものこそが真 に芸術的かつ美的であ り,真 に美的なものこそが目的に

適っている」26)というモッ トーを発表 している。フィッシャー自身 も「建築家

は衛生学者や社会政策者の示す可能性を,最 も廉価 に,実 用的に,ま た慎 ま

しい条件下で も美 しく実現させる術 を心得 ていなけれぼならない」27)と考 え

ていた。グ ミンダース ドルフもイギ リスのガーデン ・ヴィレッジを模範 とし

てお り,住 戸は大 きくて も4世 帯住宅のコテージ様式だった。質素で美 しい

建築 を心がけたフィッシャーは,木 組み,切 り妻屋根,差 し掛 け屋根 といっ

た ドイツの伝統的な建築様式 と都市型スタイルを折衷 し,画 一性 を避けるた

め18も のモデルを作る。伝統的なスタイルへの回帰は「フォルム と機能,美

と目的,実 用 と芸術の調和」という彼の理念 と相容れないものではなかった。

グ ミンダース ドル フの住民の多 くは農村出身者であったし,労 働者住宅が中

グ ミンダース ドル フの2世 帯住 宅

(1905)

グ ミンダース ドル フの住宅(19D7)

26)Schollmeier
,ibid.,S.51.

27)Howaldt
,ibid.,S.341.
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産階級のための建築の亜流 となることを避 けるためにも,農 村的建築様式が

住民の現実に合致 した ものだった。また各ブロック内のレイアウトは住民の

交流を容易にするよう考案されていた。

クル ップ ・コロニー とグミンダース ドルフは両者 ともイギリスの労働者住

宅 を模範 とし,労 働者 に実用的で健康的な住宅を供給 しっつ職場以外での生

活の満足感 を与えるという目標 においても共通 している。外見的にもマルガ

レーテンヘーエ とグ ミンダース ドルフの差違はさほど大きくはない。 しかし

建築を世界観の表出と捉えていたフィッシャーにとって,コ ロニー建設は労

働者の生活の安定 と労働力の再生産を図るとい う目的の枠を越 え,「互いに心

情 を共有する住民組織」創設28)の試みだった。グミンダース ドルフは企業全

体の労働者 に占めるコロニー住人の割合の低 さと,労 働者の再生産にさほど

成功 しなかった という点において,ク ル ップ ・コロニー と比較するとその経

済性 は低かった。しか し人間の新たな共生理念の体現を目指した ものとして,

「人間生活の新たな理想の追求」により進歩的に踏み込んだ試みであったと言

われている。29)

社会改革者のヘルマン ・シュミッ トは1910年,「 毎年多 くの建築家や社会

政策者がイギ リスへ赴いて模範的なコロニーを見学 し,賞 賛するが,規 模 と

いう点を除いてはイギリスの例に決して引けを取 らない労働者 コロニーが ド

イツにも既 に存在するのである。第一に挙 げるべ きは,ヴ ェルテンベルク州

の我 らが小 さきグミンダースドルフである。」 という言葉 を残している。30)

6.コ ロニー と生活改革運動

テオ ドール・フィッシャーは擬古典的建築か ら出発しながら1900年 頃に新

しい様式の模索を始めた建築家である。グ ミンダース ドルフのプロジェク ト

28)ibid
.,S.354.

29)ibid .,S.353.
30)ibid .,S.347f.
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に は彼 の事務 所 にいたブルー ノ ・タ ウ トや シ ュ トゥッ トガル ト中央駅 の設計

者 として知 られ るパ ウル ・ボナーツが参加 してお り,フ ィッシャー同様 「ド

イツ工 作連盟 」の設立 メ ンバ ーだった リヒャル ト ・リーマー シュ ミッ トも彼

と共 にヘ レラ ウの建設 に関わ ってい る。 フ ィッシャーはエー リヒ ・メ ンデル

ス ゾー ンや フー ゴ ・へ 一 リング,ヴ ァル ター ・グ ロー ピウス といった面々 に

も影響 を与 えた と言わ れ,建 築史上 の功績 は大 きい。 その フィ ッシ ャー 自身

とグ ミンダース ドル フ建設 は,生 活 改革運動 と相 互 に影響 を与 え合 う関係 に

あった。

1900年 頃,社 会改革者 や社会主義 者達 に よ り 「家庭生 活 の理想 」が語 られ

始 めていた。「幸 福 な人 間存 在 の基盤 は自宅 と庭 にある」とす る民俗 学者,W.

H.リ ー ル(WilhelmHeinrichvonRieh1)の 著 書 『家庭(DieFamilie)』

が この頃教科書版 として再版 され,広 い読 者層 を得 る。31)リー ル は既 に19世

紀後半 か ら田園礼 賛 に よって知 られた著作家 であ った。32)「田 園都市 協会」 と

「ドイ ツ工作連 盟」両方 の設立 に加 わったム テーズ ィウス も1907年
,「 唯一 の

人間 的な住 まい は独立家屋 で あ り,虚 栄か らの脱 皮,率 直 な心情,正 直 さ,

深 みのあ る精神生 活 は,独 立家 屋 との相 関関係 にあ る」と述 べて い る。33)また

郷土保護 運動 や芸術 教育運 動等多 くの生活改革運 動 に関与 した反 ユダヤ主義

的 イ デ オ ロー グ,パ ウ ル ・シュル ツェーナ ウ ム ブ ル ク(PaulSchulze-

Naumburg)34)は,1903年 に理想 的 な集落 の建 築 について述べ た『村落 とコロ

ニ ー(D6rferundKolonien)』 を著 して いる。35)1907年 に はハ ワー ドの 『明

31)WilhelmHeinrichvonRieh1
,DieFamilie,1855,erschiennoch1896,Stuttgart,

in:Howaldt,ibid.,S.354.

32)Schollmeier
,ibid.,S.27.

33)Howardt
,ibid.,S.354.

34)副 島 美 由 紀 「近 代 《病 理 》 の イ コ ノ グ ラ フ ィ ー:ナ チ ス に よ る近 代 美 術 の 〈病 理

化 〉 現 象 」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第91輯,1996,p.189ff.同 「モ ダ ニ ズ

ム が 夢 見 た ユ ー トピ ア:ド イ ツ 田 園 都 市 建 設 の 歴 史(1)一 世 紀 転 換 期 の 生 活 改 革

運 動 」,小 樽 商 科 大 学 「人 文 研 究 」 第96輯,1998,p.201.
35)PaulSchulze -Naumburg ,D6rferandKolonien,KulturarbeitenBd.III,Hrsg.

Kunstwart,Mttnchen,1903.
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日の田園都市』が ドイツで翻訳出版 され,入 植運動の高 まりもあって共同体

建設 には大 きな関心が寄せられていた。しかし19世 紀 ドイツの労働者住宅建

築に対する不満 は大きかった。ムテーズィウスは,イ ギリスのコロニー建築

が 「家庭的,小 市民的,農 村風の建築 を経由して単純で自然で理性的な様式

へ至 る」ことに成功 したの と較べ,「 ドイツの歴史主義は,騎 士時代の理想か

大邸宅のイ ミテーション」に過ぎないと述べている。36)真に実用的かっ理性

的で,健 康的な住宅様式が模索されねばな らなかった。

フィッシャーはシュルツェーナウムブルクを通 じてムテーズィウスが もた

らしたイギ リス建築 に関する情報を得ていた。 また 『村落 とコロニー』の中

中産階級のための住宅

(1899)

轟

～帳

『村落 とコ ロニー』に載った18世 紀 の住 宅

(上)と フィッシャーのデザインによ るグミン

ダース ドル フの住宅(下)(1903)

36)Schollmeier
,ibid.,S.49.
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でシュルツェーナウムブルクが 「健康的農村建築」 として賞賛 した18世 紀の

様式 を,彼 はグ ミンダース ドルフの住宅デザインに取 り入れている。グ ミン

ダース ドルフは伝統的であると同時に進歩的でもある 「未来的伝統」創製の

例 として郷土芸術運動が称揚する対象 となり,フ ィッシャーは郷土芸術運動

の推進者 と称されるに至 る。またグ ミンダース ドルフの様式は田園都市協会

会長のカンプマイアーにも賞賛され,20世 紀の郷土芸術的建築モデルとして

地方に広がっていった。37)

一方労働者コロニー自体 は
,労 働契約に左右 される賃貸契約やその家父長

的体質 に対する批判を受 け,企 業経営という性格 を変えつつあった。グ ミン

ダース ドルフの5年 後に建設が始 まった 「田園都市ヘレラウ」の場合,工 場

用地以外の土地を所有 していたのは「有限会社ヘレラウ田園都市協会」と「ヘ

レラウ住宅建設組合」の二つの公益団体である。ヘレラウのプロジェクトに

参加 した建築家達 は皆 「ドイツ工作連盟」のメンバーであった。ヘルマン ・

ムテーズィウス,リ ヒャル ト・リーマーシュミット,ハ インリヒ・テッセノ

ウ,そ してテオ ドール ・フィッシャーである。建築に 「与 えられた課題 の内

的な要求 を究めること」を求 めたムテーズィウスや,労 働者住宅の住民に期

待される性質 として 「正直,冷 静,明 朗,誠 実,質 素,自 尊心」等々を挙げ

ていた38)リーマーシュミットらの意気込 みは高かった。1913年 の 「ダルク

ローズ学校」における祝祭劇開催を含 め,ヘ レラウの建設 は 「社会文化的な

実験」39)と見なされていた。

しかし第一次世界大戦の勃発が状況 を大きく変 える。田園都市ヘ レラウは

「ダルクローズ学校」の校長でスイス人のエ ミール ・ジャックーダルクローズ

が戦争 を理由にスイスへ去 った後,文 化活動の支柱を失った。また第一次大

戦中にできた 「借家人保護法」により,労 働者 コロニーの居住は労働契約を

37)Howaldt
,ibid.,S.346;Schollmeier,ibid.,S.27.

38)Howaldt
,ibid.,S.354。

39)Sarfert
,ibid.,S.22.
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必要 としな くなった。企業は公益住宅開発団体 との共同事業に福祉事業の重

点を移 してい く。戦争の勃発 と共 に 「モダンのハーフタイム」 も終わ りを告

げ,大 戦終了後のドイツではさらに民主的な近代が始 まるのである。
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EineUtopiederModerne:

DasPhanomenGartenstadtinDeutschland(2)
ArbeiterkolonieninDeutschland

MiyukiSOEJIMA

DasJahrzehntvon1904bis1914,alsovomEndedesJugendstilsbis

zumAusbruchdesErstenWeltkriegs,wurdeaufdemGebietderange-

wandtenGestaltungalseineZeitzwischenEreignissengewertet.FUr

diesePeriodederGtirungunddesvielfachenEntstehensfandeinKunst-

historiker,JttrgenKrause,eineBezeichnung:》HalbzeitderModerne《.

DieModernevor1914warnamlichnochnichtdieganzeModerne,siewar

ehernochdasPrivilegderAvantgarden.

AufdemGebietvonArchitekturentdecktedieAvantgardeum

dieseZeitdieArbeiterwohnung.DaswarderBereich,wosichdiejungen

Architektenvon>Historismus〈und>Neoklassizismus〈befreienund

architektonischeExperimenteanstellenkonnten.LeutewieAlfred

Messe1,PeterBehrens,TheodorFischerundBrunoTautbemUhtensich

umdenArbeiterwohnungsbau,undversuchtendabeieinendereigent-

1ichenFunktiondesBauesgerechtenKunststilzufinden.

DasBev61kerungswachstumunddiedadurchentstandeneWo㎞ungs-

frageder1870-erJahrebrachtendieVeranderungimUnternehmerdenken

mitsich.UnterbringungundBeschaffungvonArbeitskraftenwurden

dieVoraussetzungftirdieProduktion.Soentstandenbetriebliche

ArbeiterkolonieninDeutschlandfastausschlieBlichzudieserZeit.Hinzu

kamderGedankeaneineFormder》Wohlstandsteilung《desFabrikherrn

durcheinesolcheSiedlungsanlage,waszwangslaufigeinenhohenAn-

spruchauchandie琶sthetischeGestaltungdesGemeinwesensstellte.Die
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gestalterischenundqualitativenVerbesserungenwarenvorallembeiden

Krupp-KolonieninEssenundGmindersdorfbeiReutlingendeutlich.

DieseKolonienbesaBenhaufigEinrichtungenwieSchulen,Kirchen,

Sport-undKonsumanstalten.BeimanchenSiedlungenwaressogar

m6glich,dieHauserdurcheinelangfristigeAbzahlungzuerwerben.

DieserWohnungsbauf6rdertealsodiegesellschaftlicheIntegrationder

ArbeiterbelegschaftdurchmaterielleSicherung.

WegenderKoppelungvonArbeits-undMietvertragwurdeKritik

anderKontroll-undDisziplinierungsm6glichkeitdesBetriebsgeUbt.

AndererseitsleistetendieArbeiterwohnungenalsOrtdesalltaglichen

LebensdazuBeitrag,daBdieModerneinden1920-erJahrensamtliche

BereichedesLebensallergesellschaftlicherSchichtendurchdrang.

DererstedeutscheGartenstadtbaubegann1908inHelleraubei

Dresden.UnterdenArchitekten,diealleMitgliederdesDeutschen

Werkbundeswaren,warauchTheodorFischer,derarchitektonische

GestalterderArbeiterkolonieGmindersdorf.FUrdieGartenstadt-

bewegungwarendiedeutschenArbeiterkolonieneinsderVorbilderneben

derenglischenGartenstadt.InderGesamtkonzeptionderGarten-

stadtideewolltemannichtnurdieArbeiterwohnungsfrage,sondernauch

einProblemderStadtbev61kerungenmiteinerumfassendenLebensreform

I6sen.


